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一 般 質 問 通 告 者 

通告順 議席番号 氏   名 備    考 

１ 14 上  地   榮 

 

令和２年 12 月 15 日（火） 

答弁書提出日：12 月 11 日（金）午前中 

 

２ 18 國 吉 雅 和 

３ 17 城 間 真 弓 

４ 11 長 濱 宗 則 

５ ４ 山 内 政 徳 

６ ９ 山 城 正 輝 

令和２年 12 月 16 日（水） 

答弁書提出日：12 月 14 日（月）午前中 

７ ３ 大 城  行 治 

８ 12 比 嘉 幸 雄 

9 15 松 田 正 彦 

10 １ 與那覇 徳雄 

11 ５ 上地 利枝子 

令和２年 12 月 17 日（木） 

答弁書提出日：12 月 15 日（火）午前中 

12 13 神 谷 嘉 栄 

13 ７ 津波古 菊江 

14 16 伊 佐  眞 武 

15 ８ 城  間  勇 

16 10 松 田 昌 邦 

令和２年 12 月 18 日（金） 

答弁書提出日：12 月 16 日（水）午前中 
17 ６ 當 間  良 史 

18 ２ 仲 眞  朝 雄 

 

 



受領 令和２年 11月 25 日  ０時 00 分 通告番号（１）1/2 

令和２年 11 月 24 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

上 地  榮  印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
  

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 新型コロナウィルス対策事業について 

（１）第１次及び第２次補正事業のそれぞれの事業総額、及び直近の執行済み

額、執行率は。 

（２）第１次及び第２次補正事業のそれぞれの臨時交付金を除く負担総額とそ

の財源内訳は。 

（３）「新しい生活様式」対応支援事業の 6100 万円及び 1億 500 万円の具体的

な事業内容と進捗状況は。 

 

２ 居酒屋「ん」の店の右手より上に移動して、牛舎、御菓子御殿流通センター

から村道５号線につなぐ道路の村道認定について 

楚辺自治会は戦後強制立ち退きで字面積の約 50%がトリイ基地に使用され、

前方は海、北は都屋でこれ以上住宅地がないのが現状である。早めに上記の村

道認定で住宅地の確保が必要である。このままでは墓地になってしまうのでは

ないかと危惧する。 

（１）村道認定の基準は。 

（２）当該道路を村道認定するにあたって課題事項として、どういった点があ

るか。 

 

３ 水上バイクの規制について 

（１）６月から 10 月にかけての週末に水上バイクの騒音がひどく区民から苦

情が多く寄せられてきた。村として水上バイクの禁止区域に指定できない

か 

（２）不可能であれば、関係機関と協議の上、対策できないか。 

 



   通告番号（１）2/2 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

４ 大添地域のバス停の上屋の設置について 

当該地域には 1,507 人（令和２年 11 月 16 日現在）が居住しているが、高齢

者や免許を持たない女性も多い。そこでバス利用者も多く、夏場は陽射しが強

く、バス停に居られないと意見が多数ある。雨の日は建物の陰に隠れ避けてい

る。しかし、バスの運転手が気付かず通り過ぎてしまうことも多い。そのため、

バス停に日陰に風雨対策のため上屋の設置ができないか。 

 

５ 読谷村民の交通安全のための提言 

上記の見出しについては今年の９月４日に村役場駐車場にて事故を起こし

たことにより２点の提言が当該者からあった。見解を問う。 

  

（１）駐車するとき、バックで入れて、出る時は前進する。 

（２）イオン、マックスバリューの駐車場のようにスピードを落とさせる工夫

をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 24 日 ０時 12 分 通告番号（２）1/2 

令和２年 11 月 24 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

國 吉 雅 和 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 新型コロナウイルス感染症対策事業について、11 月 16 日の全員協議会で第

１次・第２次補正事業の説明を受け 

（１）補正総事業額と国と村それぞれの財源額を求める。 

（２）村独自施策の事業名とその執行状況を求める。 

（３）感染症対策国庫補助金の執行は繰越明許可能か。 

 

２ 古堅南小学校改築事業について 

（１）事業の実施スケジュールを求める。 

（２）事業費総額と国・県・村の負担額 

（３）幼稚園校舎は複数年の施設か、また、新型ウイルス対応として、蛇口の

非接触型「自動水栓」の導入を求める。 

 

３ 県教育委員会は特別支援学校の過密化を解消するため、中部地区への特別支

援学校新設を計画している。沖縄県で最初に障がい児教育を実施した村とし

て、検討することを求める。 

 

４ 学童クラブ育成について 

（１）放課後児童健全育成事業を活用している学童クラブ名と当該事業を活用

する公設・民設の設置スケジュールを求める。 

（２）当該事業運営補助金の 1施設に対する国・県・村の補助額を求める。 

（３）当該事業での待機児童数と行政が把握している放課後児童健全育成事業

の利用見込数を求める。 

 

 



通告番号（２）2/2 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

５ 読谷西部土地改良地区等の農用地除外について 

（１）農用地除外の筆数を土地改良地区内と地区外で求める。 

（２）農用地除外未適用の筆数とその理由を求める。 

（３）既建築・建築途中・建築申請中の件数をそれぞれ求める。 

 

６ 読谷西部土地改良地区の環境整備について 

（１）当該地区の街灯・カーブミラー・停止線等の設置の検討を求める。 

（２）改良事業で設置されたゴミステーションの活用を求める。 

 

７ 豚熱について 

（１）豚熱被害村内農家への補償の現状説明を求める。 

（２）農家は豚舎整備と残さ加熱処理の厳格化に懸念を抱いているその事の説

明を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 24 日 ０時 02 分 通告番号（３）1/2 

令和２年 11 月 24 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

城 間 真 弓 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 貧困対策から見える家庭支援について。子どもから大人まで安心して暮らせる

優しい村づくりを。 

（１）2019 年 12 月、私の一般質問にて今後の貧困対策事業の方針として中学校

区ごとに２、３か所の事業を展開していきたいとの答弁があったが、その進

捗は？ 

（２）人口３万人を超える県内の自治体で、子ども食堂が一つもない自治体は何

か所あるか。 

（３）本村の貧困対策支援事業の事業コンセプトの内容と、この事業内容はどの

ようなメンバーで、どのように決めたのか。 

（４）私が県内の貧困対策事業について、サービスを受ける子どもや保護者に３

か月という期限を設けている事業は本村以外に聞いたことがないが、他の市

町村にも同じように期限を設けている自治体は。 

（５）貧困問題から起こりうる「子ども・若者のヤングケアラー」とは。「ヤング

ケアラー」の意味と共にその課題等は認識しているか。 

 

 

２ 中学生までの医療費助成制度（通院対象年齢）の拡充を強く求める。村として

の方針を問う。 

（１）小学校卒業まで通院費を助成した場合の試算と、中学校卒業まで通院費を

助成した場合の試算は。 

（２）今年度、中学校卒業まで通院費の助成を行っているのは沖縄県全体の何％

か。また近隣市町村の状況は。 

（３）中学校卒業までの通院費を助成した場合の子どもや保護者にとってのメリ

ットとは。 

 

 



通告番号（３）2/2 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

（４）村として中学卒業までの医療費助成制度について、今後の方針とは。  

３ 平和行政を担う読谷村として、トリイ通信施設の機能強化にどう向き合い歯

止めをかけるのか。村の平和行政への姿勢を問う。 

（１）2015 年の 12 月にキャンプ・キンザーの倉庫群をトリイ通信施設に移動

することを容認して５年の月日が過ぎた。現在の進捗状況とは。 

（２）読谷村のスターバックスの十字路から、大木海産物へ向かう道の途中で、

トリイ通信施設内にとても大きな施設建設が２か所、また、そのとなりの

敷地に軍事訓練に使われるような訓練場が新たに建設されている。この２

か所の建設物と、そのとなりの敷地にある訓練場のようなものは何なの

か。 

（３）今年度に入り、四者調整会議は何回行われ、どのような話し合いが行わ

れたか。 

（４）2019 年９月に私が一般質問でアメリカ国防総省がホームページで公表し

た 18 年度軍事建設事業計画において、トリイ通信施設で新たに特殊作戦

部隊用の「戦術装備品整備複合施設」を建設するとあり、沖縄の両社の新

聞にも大きく取り上げられました。そのことに対し、本村はトリイ基地や

防衛局に確認したところ、両者から「軍の運営上の理由で答えられない」

との回答だったと私に答弁しましたが、村としてはその後何らかのアクシ

ョンを起こしたのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 25 日 ９時 37分 通告番号（４）1/2 

令和２年 11 月 25 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

長 濱 宗 則 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定

により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 都市公園の管理委託から 

（１）令和２年ユーバンタ公園が開園し 15番目の街区公園で楚辺自治会へ管

理委託されました。都市公園は総合公園２か所、地区公園２か所、街区

公園が 15 か所となります。令和２年度公園施設管理委託料託料（1,581

万 5,222 円）の内容を伺います。 

（２）総合公園、地区公園、街区公園の清掃、草刈り等の公園施設管理委託

料(自治会)への内訳を伺う。 

（３）新伊良皆公園の指定管理への移行予定は。 

（４）牧原公園の東屋設置の予定は。 

（５）泊城公園に新たに遊具を設置する考えはないか。 

 

２ 県内の増える不登校から 

（１）小中高、いじめ 1万 4,000 件余、不登校児童・生徒 3,400 名余、と報道

されましたが読谷村の７小中校の実態を伺う。 

（２）学校側と村とタイアップした支援の取り組み連携は。 

（３）自治体が設置する教育支援センター（適応指導教室）設置は。 

 

３ 学校給食の公会計から 

（１）沖縄県内では 57,1%に当たる４教育委員会が導入、26,2%の 11 教育委員

会で導入予定がないとの報告が報道されました。令和元年 9月の一般質問

で人、物等の環境整備が必要であり、保護者の意識が高く、高い納付率が

維持されているので公会計の移行はないとの答弁でした、文科省から通知

がなされた教員の働 

 



通告番号（４）2/2 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

き方改革につながると思うが、再度考えを問う。 

（２）課題は「人、物の」整備と答えていますが、具体的な内容を伺う。 

（３）ウイズコロナ化、不登校、いじめ問題、学びの保障等で学校現場の教員

は日々緊張した状態で勤務されていると思われる。少しでも教員の過重負

担を減らし児童生徒の声に向き合う時間が必要である、そのために公会計

化は実施すべきと考えるが対応を伺う。 

 

４ 読谷村地域振興センターの環境整備から 

ゆんた市場と地域振興センター両施設は補完関係にあると思いますが、雨

天や真夏の日々、雨除けや日差しを避ける対策として、両施設を結ぶ通路が必

要と思われるが考えを伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 26 日 ９時 49 分 通告番号（５） 

令和２年 11 月 26 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

山 内 政 徳 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 牧原自治会長及び有志の皆様からの村長への要請について 

（１） 要請の内容について。 

（２） 読谷村の対応はどう考えているか。 

 

２ 読谷村共販センターについてその後の状況について 
 

３ コロナ禍の状況について 

  生活保護、緊急小口資金、総合支援資金の申請状況（世代別）について。 

 

４ 国民健康保険について 

（１） 国民健康保険の減免申請の状況。 

（2） 国民健康保険の利用状況（総額は）。 

 

５ 村民無料のインフルエンザワクチンの予防接種状況はどうなっているのか 
 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 24 日 ０時３分  通告番号（６）1/3 

令和２年 11 月 24 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

山 城 正 輝 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 今後の診療所の果たす役割と見通しはどうか（株メディヴァの「調査報告及

び提案書」を中心に） 

（１）医療機器の残存耐用年数と５年以内取得可能性のある機器。固定資産の

根拠はどういうものか。（提案書 P15） 

（２）「診療所の在り方及び課題」の中で、村役場課間及び村内医療機関等と

の連携をどう考えているか。（提案書 P18） 

（３）2026 年３月には、収支は、125 万 5,000 円の黒字に転化するということ

だが、その根拠はどういうものか。（提案書 P21） 

（４）５年後の事業構想にあった、その他事業。すなわちアンチエイジング、

病児保育、子ども食堂、小規模多機能看護等の計画と見通しはどうなった

か。（提案書 P22） 

（５）2025 年包括ケアシステム構築まで村民の安心・安全を維持するために行

政と管理者の目標共有を保障する根拠は何か。 

 

２ 座喜味ジョーガ－（３班）北道路の整備について（令和元年３月議会一般質

問） 

（１）村答弁は、「生活道路としての整備が考えられる。」というものであった。

自治会や地権者等との同意作業は、どうなっているか。 

（２）同道路の使用に当たっての賃貸料等は、どうなっているか。 

（３）村道座喜味西線から、この地域に向かっている排水溝の下流整備が必要

と考えられるがどうか。 

 

 

 



通告番号（６）2/3 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

３ 座喜味チャーヤマ（４班）（「リサイクルセンター沖縄」の南側）内における

土砂崩れ補修と道路の早期開通について 

 

（１）土砂崩れの個所と状況はどうなっているか。 

（２）その対策は、どう考えているか。 

（３）道路の開通は、いつを予定しているか。 

 

４ 座喜味城通り及び喜名番所通りの街灯陶板補修は、どうなっているか（平成

30 年６月一般質問） 

 

（１）村の答弁は、「陶板その他素材を検討する。」ということだったが、この

間の取り組みはどうだったか。 

（２）平成 30年７月か８月が補修目標だったが、どうなったのか。 

（３）村の補修予定は、どうなっているか。 

 

５ 新型コロナ対応に伴う小中学校への少人数学級を導入すべきことについて 

 

（１）村民の少人数学級への要望と意義をどう考えるか。 

 （２）県議会９月定例会で県教育長は、「まず中学校２、３年生の少人数学級

（35 人）を取り組んでいきたい。」と答弁しているが、村としてはどう考

えるか。 

 （３）村としても小中学校への少人数学級を導入すべきと考えるがどうか。 

 

６ 教員の８時間勤務の原則を崩し、勤務時間が２時間も延びるという「変形労

働時間制」に反対すべきことについて 

 

（１）村は、この制度をどう認識しているか。 

 （２）取り組みの現状況と、先生方の“意向調査”はどうなっているのか。 

 （３）村は、議会への条例提出を考えずにこの制度に反対すべきではないか。 

 

７ 新型コロナ感染防止のため、静岡県富士宮市が導入しているという無症状者

への PCR 検査補助を実施すべきではないか。 

 

 

 

 

 



告番号（６）3/3 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

（１）無症状者に対する感染防止について、村はどう考えるか。 

（２）富士宮市の補助制度とは、どういうものか。 

（３）村としても、導入してはどうか。 

 

８ 国連における核兵器禁止条約の発効確定に当たり、非核宣言の村として政府

に条約参加を促すべきではないか。 

 

（１）村長は、この条約についてどのような見解を持っているか。 

（２）非核宣言の村として、これまでどのような取り組みをしてきたか。 

（３）政府に対して、唯一の被爆国として条約の署名と批准を求めてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 24 日 ８時 30 分 通告番号（７） 

令和２年 11 月 24 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

大 城 行 治 印 

  

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 「（仮称）読谷総合情報センター」について 

（１）今年サウンディング調査を実施しているとのことであります。サウンデ

ィング調査とは、そしてその経緯と結果を伺います。 

（２）様々な事業手法を検討して、その中で、PFI の BTO を中心に検討してい

るようですが、BTO 手法の内容及びその手法を採用するに至るまでの経緯

を伺います。 

 

２ 座喜味城跡保存活用計画書から 

 （１）保存活用計画策定の目的を伺います。 

 （２）座喜味城跡における現状と課題は。 

 （３）今後の保存における考え方を伺います。 

 （４）今後の活用に関する考え方を伺います。 

 （５）アンケート調査も実施しております。その内容と結果の分析をどのよう

にとらえているか伺います。 

 （６）活用計画を具体化するにあたり、財政面の視点から計画と課題をどのよ

うにとらえていますか。 

 

３ 新型コロナウイルス感染症対策事業の中から「新しい生活様式」対応支援事

業について伺います。 

（１）この事業は感染防止対策事業、６千 100 万円。村内経済活性化事業とし

て１億 500 万円。計 1億６千 600 万円の予算が計上されています。現在の

進捗状況を伺います。 

（２）プレミアム電子商品券の発行予定ですが、内容を説明してください。 

 

 



受領 令和２年 11月 24 日 ２時 53 分   通告番号（８）1/2 

令和２年 11 月 24 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

比 嘉 幸 雄 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ コロナ禍での役場テレワークの必要性 

（１）県内で新型コロナウイルス感染者が増加している。各職場でも、注意

しているにもかかわらず感染者が出、クラスターも発生している現状を

踏まえ、役場でも住民サービスを維持する為テレワーク導入を早期に実

現すべきではないか。答弁を求めます。 

（２）職員が新型コロナウイルスに感染した場合、もしくは役場内でクラス

ターが発生した場合の対策は、答弁を求めます。 

 

２ 住民の健康増進について 

（１）コロナ禍における医療崩壊防止策について伺う（本村は大丈夫か。 

（２）診療所のオンライン診療について説明を求めます。 

（３）住民健診の受診率の向上対策を伺う。 

（４）住民の健康増進については、地域のかかりつけ医も含めた地域全体で

の管理体制構築が必要と考えるがその構想はあるか。 

 

３ 読谷村土地開発行為の適正化に関する条例第 4 条の運用について以前と変

更があったのか、説明を求めます 

 

４ 村内害獣対策について 

（１）野生イノシシの出没による、村内の被害状況（出没時期・地 

 

 

 



通告番号（８）2/2 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

域・被害作物）は説明を求める。 

（２）イノシシ駆除対策の説明を求めます。 

 

５ 国道 58 号の安全対策について 

（１）雑草繫茂の現状とその除草状況（除草の期間）を把握しているか。 

（２）読谷村内を南北に走る国道 58 号は大湾・比謝・伊良皆・喜名と村民の

生活圏内にあり、歩行者の横断や車の横断もある。生活圏外にある県道や

国道とは違うと考える。除草も他地域より回数を多くできないか管理者に

要請すべきではないか。 

（３）10 月９日午前 11時半頃、国道 58 号農協給油所前交差点で死亡事故が起

こっている。事故を繰り返さない為にも事故を検証し、防止策を施せない

か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 24 日 ８時 55 分 通告番号（９） 

令和２年 11 月 24 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

松 田 正 彦 印 

  

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 農業委員会等について 

（１）農業委員・農地推進委員の定数、任期、報酬は。 

（２）農業委員と農地推進委員の役割とは。 

（３）今後３年間の目標と課題はあるか。 

（４）本村での農地法等の法令で審議が多いのは何条か。 

 

２ よみたん飲食店、テイクアウト・デリバリー応援事業について 

（１）直近の執行状況（事業費、執行予算、執行金額、執行残、執行率）。 

（２）申し込み期間を設け事業を一旦終了し、執行残を補正予算で新たな事業

展開ができないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 24 日 ８時 50 分 通告番号（10）1/2 

令和２年 11 月 24 日 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

   

 

読谷村議会議員 

與 那 覇 徳 雄 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定

により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 中部横断道路（仮称沖縄読谷線）について 

（１）平成 20年３月に制定された第２次都市計画マスタ－プランその後の進

捗を伺う。 

（２）以前、弾薬庫内から池原地区に抜ける道路があったか伺う。 

（３）共同使用道路として県・国に要請した内容を伺う 

（４）関係する市町村と横断道路等で具体的な会議を持ったか伺う。 

（５）弾薬庫の緩衝地帯で一部自由に入れる区域はどこか伺う。 

 

２ カラスによる被害等について 

（１）カラスによる被害等はこれまでどういったものがあったか伺う。 

（２）村内で有害鳥獣駆除事業を実施したことがあるか伺う。 

（３）県が実施した有害鳥獣駆除事業の内容を伺う。 

（４）鳥獣保護区の説明を伺う。 

（５）ごみ出しの時間帯を午前・午後に時間設定ができないか伺う。 

 

３ 小中学校の部及びクラブ活動について 

（１）部及びクラブ活動の指導者数と活動種目を伺う。 

（２）学校現場から指導者への依頼はどのように行っているか伺う。 

（３）指導者や父母会を対象とした講習会等を行ってきたか伺う。 

 

 



通告番号（10）2/2 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

（４）スポ－ツ活動の指導者に対し医学的知識や実技指導などの講習会を行

う必要があると認識しますが見解を伺う。 

（５）村独自の指導者資格認定証制度を実施してはどうか伺う。 

 

４ コミュニティー道路整備について 

（１）コミュニティー道路整備の要請件数及び距離数を伺う。 

（２）要請件数をすべて行うための総予算と年数を伺う。 

（３）整備の優先順位をどのように決めているか伺う。 

（４）村道未整備道路とコミュニティー道路の違いを伺う。 

 

５ 道路整備について 

（１）村道中央残波線のセンタ－ラインと外側線が消えている箇所が見受け

られるが引き直す考えはないか伺う。 

（２）自動発光機等が稼働してない所があるが伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 25 日 11 時 31 分 通告番号（11） 

令和２年 11 月 25 日 

 

読谷村議会  

議長 伊  波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

上 地 利 枝 子 印 

  

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 座喜味 447 番地通称寺の川（テランカー）周辺の環境整備について 

 （１）周辺にある文化遺産について村としてどのように評価しているのか。（タ

メトモガー、テランカー、石畳等） 

 （２）周辺の環境整備について村としてどのように考えているのか。 

 （３）道沿いに崩落の跡が見受けられますが、その対策は。 

 （４）38 年前にノーベル基金第１回目事業で植えられたツツジを植え替えて、

村民の憩いの場として整備できないか。 

 

２ 小学生放課後の居場所について 

  学童クラブ・学童保育・わんぱく広場・児童館・部活動 令和元年度、２年

度それぞれの子どもたちの登録人数と予算額（国、県、村）は。 

 

３ 行政区と自治会の現状と課題 

（１）行政区の今後の展望 

（２）自治会の加入率と今後の取り組み 

 

４ 災害時における避難所での運営について 

  指定避難所は何か所での運営について、村としての取り組み。 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 26 日 ８時 46 分 通告番号（12）1/2 

令和２年 11 月 26 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

神 谷 嘉 栄 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 防災への意識と機運について 

  住民保護の観点から防災意識の高揚を図る一環として、地域防災や実践訓練

等を含めた総合的見地での本村の防災に対する見解と今後の企画を伺う。 

 

２ 学校給食について 

 （１）コロナ禍において衛生管理にどのような変化があったか、平時の体制も

含めて説明を求める。 

 （２）村立小中学校の児童生徒をはじめ教職員や事務職員を含めて、全体で一

日当たり何食分を調理するのか。 

 （３）小学校と中学校のそれぞれに給食費の平均日額を求める。また、その費

用は実質何に当てられているのか。 

 （４）現在稼働している給食調理場の施設及び設備機器（配送車両や食器類を

含む）のおおよその総額と調理場職員や事務職、栄養士に要する年間の人

件費の概算はいくらか。また、両者に係るのはどこからの充当か。 

 （５）現時点（直近）での給食費の徴収率を伺うと同時に、昨年と一昨年の同

時期についても求める。 

 （６）給食費の徴収については、どこがどのような方法で行っているのか。ま

た、滞納があった場合の際、督促の再徴収についても同様に伺う。 

 

 

 



通告番号（12）2/2 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

３ 旧渡慶次給食調理場について 

 （１）渡慶次小学校敷地内にある、かつて調理場であった建物は現在どのよ

うな状況か。 

 （２）これから利活用していく場合において、その方策の計画内容を系列で

説明を求める。 

 

４ 指定管理取消し後の共同販売センターについて 

（１）今年の８月 31日で指定管理者取消しとなり営業終了となった共同販売

センターの現在の状況を伺う。 

（２）現況の課題と方向性について今後の計画を伺う。 

 

５ 鳥インフルエンザについて 

 （１）村内に養鶏農家は何軒あるのか。 

 （２）県外のことではあるが、11 月に鳥インフルエンザが確認され、その後

も複数回の発生が続き、ましてや南下傾向にあるのではと思われる。感

染源は渡り鳥の可能性が高いとのことらしいが、本県でも渡り鳥の飛来

する時季であり強い懸念がある。対策は大変厳しいはずだが、例えばど

のようなことが考えられるか。 

 

６ デイゴへの害虫被害防止について 

（１）県花指定のデイゴの葉が、害虫のベニモンノメイガに食べられるなど

の被害が本島北部地域で発生したとのことだが、本村での同害虫による

被害確認はないか。 

 （２）旧古堅国民学校跡地のデイゴは、去る沖縄戦の戦禍をまぬがれ樹齢は

百年を越すと推測される。また、2004 年度に沖縄の名木百選に認定され

たデイゴだが、害虫調査や防虫対策はなされているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 25 日 11 時 47 分 通告番号（13） 

令和２年 11 月 25 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

津 波 古 菊 江 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 季節性インフルエンザ予防接種費支援事業の現状は 

 全村民対象の予防接種費用を公費負担（１億 7,200 万円余）で実施し、新型

コロナウイルス感染症流行期の地域医療体制の確保に努めるとのことですが現

状について伺う。 

（１）現在の執行状況は（対象人数、接種済み人数、執行率）。 

（２）高齢者や施設等また児童生徒（対象人数、接種済み人数、執行率）。 

（３）前年度の接種済み人数との比較（ア、イ）。 

（４）村内クリニックでのワクチン接種が出来なくて、村外クリニックへお願

いする村民もいます。希望する全村民への接種の見通しは。 

  

２ 伊良皆大湾排水路環境整備について 

大湾 447 番地、宮城氏宅の西側のブロック塀が側溝側のがじゅまるの木の被

害で崩れており、また、反対側の丸秀重機のトタン屋根と外壁トタンも損傷し

ていますが枝木の伐採だけの対応で良いか否かを伺う。 

 

３ 長田川の環境整備について 

  長田川流域については、都市計画マスタープランにおいて保全区域に位置付

けまた、中部広域緑化計画の中に位置づけとあるが、周辺の状況は年々変化し

ており、降雨量の多さや豪雨による流域周辺の土地は何度も冠水している。適

切な保全整備が必要と思うが見解は。    

 

 

 



受領 令和２年 11月 26 日 ８時 39 分 通告番号（14） 

令和２年 11 月 26 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

伊 佐 眞 武 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 伊良皆地域からの要望について 

（１）伊良皆運動広場（約 15,600 ㎡）と伊良皆公園（2,080 ㎡）の公園委託契

約について。面積が約８倍違う反面、管理費は同じ金額になっています。

算定根拠の説明を求めます。 

（２）伊良皆公民館前の通りは外側線や停止線が薄くなり見えにくい状況にな

っている。村道伊良皆波平線が暫定開通し、朝夕の通退勤時や読谷高校へ

の送迎で車両も多いことから、交通安全対策が必要ですがその対策はどう

なっているのか。 

（３）拝所である上ヌカー近くの排水路は、汚水流入で地元からの改善要望が

根強い。改善策を検討できないか。 

 

２ 比謝地域からの要望について 

（１）村道大木～比謝線は交通量が多いことから、特に比謝 53、54、55 番地付

近では側溝蓋の騒音がまだ続いていますが改善できないか。 

（２）比謝～大湾間の一方通行で、比謝３番地付近の交差点はカーブミラーが

ないため、出合がしらの事故がおきています。カーブミラーの設置を早急

に検討できないか。 

 

 

 

 

 



 

受領 令和２年 11月 24 日 14 時５分 通告番号（15）1/2 

令和２年 11 月 24 日 

読谷村議会  

議長 伊 波   篤 殿 

 

読谷村議会議員 

城 間  勇  印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

 第３回古中校区自治会長のつどい及び地域議員との意見交換会より 

１ 国道 58 号東側嘉手納弾薬庫軍用地内、尚巴志王３代の墓の東側にあるサシジ

ャーガー（イーヌカー）の汚水流入対策についてお伺い致します。 

 

２ 大添地域の急傾斜地の樹木の伐採等について 

地域内の住宅側にも樹木が成長し枝が敷地内へ伸びてきている状態である。

このまま成長が続けば、樹木の重さで崖地崩落の危険性が懸念される。村とし

て何らかの対策を講じることができないかお伺い致します。 

 

３ 伊良皆公民館前通りの道路側線、停止線が消えて視認できないことについて 

伊良皆運動広場北側の道路が開通し、朝の通勤ラッシュ時及び読谷高等学校

父母の送迎車輛が非常に多く、沿線の住民が不安を訴えている。対策等につい

てお伺い致します。 

 

４ 県道６号線沿い大添地域、陽射しや雨対策のバス停留所の待合所の設置につ

いて 

地域住民より夏場は陽射しが強くバス停にいられないという意見が多数あ

り。雨の日は、建物の陰に隠れ避けている。しかし、バスの運転手が気付かず

通り過ぎてしまうことも時折見られる。村として何らかの対策を講じることが

できないかお伺い致します。 

 

 

 



 通告番号 （15）2/2 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

５ 大雨時の冠水対策について 

大雨の際、地番楚辺 1400 番地 55、マンション前の側溝の排水が間に合わ

ず溢れて地域内地番 1400 番地 50 まで雨水が来ることが見受けられる。冠水

時には深いところで膝丈迄あり、道路沿いの７軒の床下浸水の恐れがある。

地番 1395 番地 156 と 1395 番地 43浸水桝の排水が間に合わず溢れだし、近隣

世帯楚辺 1395 番地 121 と 1395 番地 216 の２世帯の玄関先迄雨水が増水する

ことがある。膝上までの深さになる。対策等について伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受 領 令和２年 11 月 26 日 11 時 11 分 通告番号（16）1/2 

令和２年 11 月 26 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

松 田 昌 邦 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61条第２項の規定

により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 「いちゅいゆんたんざ創生会議」の議論より 

（１）観光関連事業のコロナ対策事業等における官民連携の具体的取り

組みと現時点での課題はないか。 

（２）キャッシュレス化に向けては市町村単位での取り組みには不十分

さがあると思うが、どのような取組を考えているのか。また本村の

事業者のほとんどが相対売りの個人経営者が多いと考えるが、実情

は如何に捉えているのか。村民への啓蒙特にシニア世代や企業側へ

の理解と環境整備におけるスマートフォンの利用浸透等の変革も必

要と考えるが、今後の取り組みは。 

（３）新たな働き方における「ワーケーション」を定着させるため必要

な取組を考えているのか。現状として対応可能な環境整備は構築で

きているのか。あるいは推進策も含めある程度の時間をかける必要

があるのか。 

（４）人づくりについては GIGAスクール構想が一気に加速されているが、

当初の行程表を前倒ししているため教育現場や家庭における環境整

備などの混乱が生じないか危惧している。少しずつ時間をかけなが

ら行うべきと考えるが如何に。また、学習に欠かせない文房具にす

る為にも「まなび」の課題である「子どもの貧困問題」解決に向け

て経済格差からくる教育格差を生まない施策も同時に考えるべきで

はないか。 

 

２ 村経済の変動について 

国土交通省の発表によると９月の着工新築住宅戸数が本県全 

 



通告番号（16）2/2 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

体で前年比 63.4％減の 600 戸（持ち家・貸家・給与住宅・分譲住宅）とあ

るが、本村においても同様に減少しているのか。８月から 11 月までの本

村での着工件数は何件か。このまま減少が続けば村税（村民税・固定資産

税等）収入において次年度以降への影響は少なからずあると思うがどう捉

えているのか。 

 

３ 聴覚スクリーニング検査について 

（１）新生児聴覚スクリーニング検査の目的と費用負担は如何に。 

（２）本村において検査費の助成を行っているか。また難聴の子どもと家

族への支援体制はどのようになっているのか。 

 

４ 農林水産省の政府備蓄米の無償交付制度の活用について 

（１）従来より本制度はあるが、学校給食、学習教材用、試食会用などに

活用実績等はあるか。 

（２）本年５月に政府は、従来の目的に加えて子ども食堂やフードバンク

にも拡大して備蓄米を交付することになっている。本村における子ど

も食堂とフードバンクの活動はあるのか。活動がなされているのであ

れば本交付制度なども活用すべきと考えるが如何に。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 26 日 ９時 51 分 通告番号（17） 

令和２年 11 月 26 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

當 間 良 史 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 新型コロナウィルス感染症対策事業について 

（１）「新しい生活様式対応支援事業」の内容とは。 

（２）対応事業者数と現在の進捗状況を問う。 

（３）電子決済システムや地域通貨システムの説明を求む。 

（４）村内において新型コロナウィルスの影響により廃業した事業所 

はあるか。 

（５）今後の対策をどう考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受領 令和２年 11月 26 日 ９時 52 分 通告番号（18） 

令和２年 11 月 26 日 

 

読谷村議会  

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

仲 眞 朝 雄 印 

 

一 般 質 問 通 告 書          
 

第 503 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第２項の規定に

より通告いたします 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

１ 歯の喪失は食事など日常生活に影響するほか、死亡のリスクも高めるとい

う。その予防の鍵は幼少期にあるといわれる 

（１）12歳児１人平均むし歯本数の、全国・沖縄県・本村の平均値を問う。 

 （２）学校の歯科検診で「要受診」と診断された児童の歯科受診率は。 

 （３）これらの結果に対し、どう分析しているか。 

 （４）現在取っている対策とその評価。 

 （５）今後求められることは何か。 

 

２ 社会教育団体の現状 

 

（１） 村の助成金交付対象団体と交付額を問う。 

（２） 社会教育指導委員の説明を求める。 

（３） 社会教育団体に共通の課題はあるか。その対応はどうしているか。 

（４） 指導助言及び育成システムの現状と課題。 

 

 

 

 


